
 
 

 

  

 

 

 今月も専門家を招いての学習や体験活動を行いましたので、活動の様子を紹介します。 

①いもほり 

PTA 施設農園部の方々のお力添えのおかげで、５月に植えた苗がすくすくと成長し、大きな

さつまいもになりました。今年は子供たちの顔よりも大きなさつまいもがたくさん獲れまし

た！大きかったので掘りきるのに大変な思いをしましたが、掘れた時の感動も大きかったです。 

いくつかは家に持ち帰りましたが、１２月に学校に保存しているものでビニール袋を使って

「さつまいもモンブラン」を作る予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②認知症予防講習 

災害時に避難所が開設されたときには、様々な年代や事情を抱えた方々が集まってきます。

そこで今回、認知症について学び、今後に生かせるようにすることをねらいとして認知症予防

講習を受講しました。劇も見せていただき、とても興味深く学ぶことができました。 
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 ２時間目に認知症のことを教えてもらった。認知症という病気を知らなかったけど、どう

いう病気かわかった。脳の中のイソギンチャクの手が小さくなってくると認知症になるとい

うことでした。認知症になったらどんな行動をするかのお芝居がすごくてわかりやすかった

です。認知症の人に後ろから声をかけると、後ろに転んでしまうことが分かったので気をつ

けたいです。                          【ＳＡさん】 

 今日は、おばあちゃん達がわかりやすく劇をしてくれたので楽しかったです。オレンジリン

グや助け合いについて知れたので、母に話したら、「じゃあ、これから助け合っていこうね。」

と言ってくれました。これから助け合おうと思います。知れてよかったです。【ＭＲさん】 

認知症という言葉は聞いたことがあるけど、あまり知りませんでした。認知症は、物忘れを

しちゃったり、人の名前を忘れちゃったりするとわかりました。やさしく話して驚かせないこ

と、後ろから声をかけないことに気を付けるとしっかり話すことができると知りました。もし、

認知症の人を見かけたらそうしたいです。            【ＴＲさん】 



③LGBT について学びました 

 性に関する見方や考え方が変わってきている現在において、知ることや考えておくことが大

切だと考え、授業を行いました。養護教諭の先生をゲストティーチャーに迎え、LGBT やその

人たちの悩みや苦しんでいる思いを教えていただきました。その後、「友達から LGBT である

ことを相談されたら、どう思うか、どんな声をかけるかを考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

偏見をもたず、相手の思いを尊重することや受け入れることの大切さに気付いている子が多

かったです。この気持ちを大切にしてほしいと思います。（※振り返りの記述をそのまま掲載します）  


